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技術委員会の取り組み

1. 「HL7FHIR 日本実装検討WG」に参画し、
FHIR JP Core 実装ガイドをリリース

2. 年3回のHL7 Working Group Meetingに
参加し、標準の作成や見直しに参画

3. ISO/TC215関連および国内で必要となる
LOINCコードの新規登録の支援

4. 2種類のHL7 FHIR記述仕様を医療情報標
準化指針に提案申請
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東大の大江先生が立ち上げた「HL7FHIR 日本
実装検討WG」に参画し、日本で実装を進める上
で必要なJP Core Profile、Implementation 
Guideの制定作業を進め、FHIR JP Core 実装
ガイドをリリースした。直近では、HL7 FHIR JP 
Core 実装ガイド Version 1.1.2 が、2023年
10月31日にリリースされた。
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https://jpfhir.jp/fhir/core/1.1.2/index.html
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2. 年3回のHL7 Working Group Meetingに
参加し、標準の作成や見直しに参画
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直近では、2023年9月に米国Phoenixで開催さ
れたWorking Group Meetingに参加。
International Council Meetingで、次ページ
のアジェンダが組まれ、檀原がJP Coreの紹介を行
い、木村通男先生はアジアを代表して、フィリピン、
シンガポール、香港の活動を報告した。
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3. ISO/TC215関連および国内で必要となる
LOINCコードの新規登録の支援
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2020年～2021年にかけて、眼科医療機器協会様からの
依頼で、ISO/TC215 WG2 Health informatics にて、
TS/AWI 22218 Ophthalmic examination device 
data というプロジェクトを遂行されている中で、400項目以
上のLOINCコードの新規登録が必要になり、支援を行った。

直近では、JAHISからの依頼で、消化器内視鏡検査および
診断に関する用語集「JED用語集」のうち、構造化記述規
約で参照する用語に対し、LOINCコードを取得する支援を
実施中。
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4. 2種類のHL7 FHIR記述仕様を医療情報標
準化指針に提案申請
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2021年に
診療情報提供書HL7 FHIR記述仕様
退院時サマリーHL7 FHIR記述仕様
を医療情報標準化指針に提案申請を行い、
2022年2月に採択された。
また、2022年3月に厚生労働省標準規格として
認定された。
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1. 情報教育委員会副委員長（セミナー担当）
として、群馬大学の鳥飼幸太先生参画

2. セミナー後のアンケートを、記述式から、QRコー
ドによるスマホ or PCでの回答方式に変更

3. アンケートでいただいた質問の回答を協会ホー
ムページにて公開

4. HL7 FHIR eLearning教材を開発し、第1
部「FHIRを知る」、第2部「FHIRで作る」の2
部構成で受講者に提供
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HL7セミナーは年4回（3、6、9、11月）開催しており、そのうちの2回、鳥飼先生にご講演いただいた。

第86回HL7セミナー（2023年9月25日開催）
２． FHIRサーバの設定方法ご紹介 13:30～15:00
日本HL7協会 情報教育委員会副委員長
群馬大学医学部附属病院システム統合センター副センター長・准教授 鳥飼 幸太 先生

【概要】
HL7セミナーのアンケートで、サーバサイドの立ち上げ方について質問が多かったため、現在広く用いられてい
るNode.jsを取り上げ、サーバとしての設定方法を紹介します。また立ち上げたNode.jsサーバからFHIRサー
バであるHAPI FHIRサーバにアクセスし、受け取ったデータをWebビューに出力することを演習で行います。

第84回HL7セミナーのご案内（2023年3月27日開催）
２． 初学者向けFHIRハンズオンセミナー 13:45～16:30
群馬大学医学部附属病院システム統合センター副センター長・准教授 鳥飼 幸太 先生

【概要】
使用言語にPythonを用いた単純なFHIR-flaskサーバ（=Webアプリケーション）の作成を行います。
（事前にPython3.8以降が動く環境をご準備ください）
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2. セミナー後のアンケートを、記述式から、QRコー
ドによるスマホ or PCでの回答方式に変更
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これまで、セミナー後のアンケートは、用紙を配布し
記載いただいていたが、参加者に不評だったため、
QRコードをスマホで読み取ってもらい、スマホ or
PCで回答いただく方式に変更した。
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1. SS-MIX/2ストレージ適合性検証サービス事
業を提供

2. FHIRに関する適合性認定について検討
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HL7セミナー等での広報活動や協会ホームページ
での公募を積極的に実施し、2022年度に4施設
の検証実績を積み増し、実施施設でのSS-
MIX/2ストレージデータ品質の向上に貢献。
現在までに11案件の検証実績があり、今年度2
案件追加実施の見込み。
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https://www.hl7.jp/authorization/ss-mix2.html
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2. FHIRに関する適合性認定について検討

23

厚生労働省標準規格としてHL7 FHIRによる記
述仕様書が認められたことを受け、同仕様書に
沿った記録データに関する適合性認定について、
日本IHE協会と連携し、そのあり方について検討
中。
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®

ご静聴ありがとうございました

®
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